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令 和 ４ 年 を 終 え て 
                          校長 織部 明広 

早いもので、令和４年も残すところ１か月を切り、１２月(師走)に入りました。令和４年

もコロナ禍での学校生活が続き、コロナウィルスとの闘いも３年が経過しました。また、

ここに来て第８波のコロナウィルス拡大の兆しがあり、我慢の日々が続いています。その

中でも生徒は“元気”“やる気”“根気”をもって物事に取り組んでくれた１年でした。

また、竪川中のモットー「クワトロゼロを目指す」ために学校全体で努力してきましたが、

達成できたものと、まだあと一歩のものもあります。冬休みが明けたら、新たな気持ちで

ゼロ４つに取り組んでください。 

３年生は、いよいよ受験勉強の追い込みの時期となります。健康に留意して、なんとし

ても目標を実現するために、規則正しい生活の基に体調管理を万全にし“元気”“やる気

”“根気”をもって勉強に取組んでください。来週から、校長面接練習も始まります。ど

んなことを考え、どんな話をしてくれるか、楽しみにしています。面接試験は、今まで生

きてきた１５年の積み重ねた成果がためされる場です。その場だけ取り繕おうとしてもす

ぐに見破られます。自信をもって、自分のやってきたこと、これからやりたいことを伝え

られるようにしてください。 

保護者の皆様には、先月のふれあい月間のいじめアンケート調査にご協力いただきあり

がとうございました。また、保護者・地域の皆様には学校評価アンケートで、学校に感謝

と励ましの言葉をたくさんいただきありがとうございました。また、疑問点等の貴重なご

意見をいただきました。今後も、生徒のより良い学校生活に向けて、なお一層の教育活動

の充実に努力してまいります。「夢の実現に向けて努力を続けられる生徒」の育成に全力

で努めてまいります。 

今年も残すところ１か月となり、保護者の皆様や地域の方々のご協力のおかげで無事一

年を終えられそうです。心から感謝申し上げます。来年も、本校の教育活動へのご理解と

ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

「ﾄﾘﾌﾟﾙ ３取得者」3-1 東 樹里･五百藏 花･関根 東吾･髙橋 遼朗､3-3 安部 花菜･板敷 光太朗 

･齋藤 楓花･杉本 倫之介･曽田 柑､3-4 エナン 慧美･庄子 大皓･橋本 ひなた･平野 喜一 

･森村 かしの･渡辺 陽太 3-2 小西 輝幸･3-3 北 燎也（令和３年度取得） 

漢字検定 英語検定 数学検定の第２回の結果でﾄﾘﾌﾟﾙｽﾘｰ取得者が１７名に増えました。１・２年生

のみなさんも、ﾄﾘﾌﾟﾙｽﾘｰに積極的に挑戦してください。 

 



【１学年】 私たちの選択肢 ～脱いじめ傍観者～ 

 １１月２２日（火）の道徳の時間に、（株）スタンドバ 

イより講師をお招きして、脱いじめ傍観者をテーマに授業 

をしていただきました。内容は SNS、身近なツールで例え 

ると「LINE（ライン）」のグループで誹謗中傷をしていた 

ものが、現実でも無視などの目に見えるいじめに発展しま 

う、というものでした。ある中学生の学校生活の中で起こ 

りうるいじめをドラマ（動画）を通して問いかけてくださったので、生徒たちも自分の身

に起こることとして感じやすかったのではないかと思いま 

す。ドラマの中で主人公は、ある選択を行います。それが以下の２択です。 

１ 悪口を止めるようにグループラインに書き込む   

２ グループラインに何も書き込まない        

 生徒たちの選択は、１，２ともにほぼ半数ずつの選択となりました。現実問題としては、

どちらの選択が正解とは言えませんが、いじめが起きたときに傍観者にならない行動をし

てほしいと、講師の先生は訴えて下さいました。SNS ではなく、直接話をしたり、大人に

相談したりすることも、いじめが起きたときの行動の１つだと思います。 

 いじめは、いじめが起きたときの雰囲気によって、大きく発展したり、すぐに収束した

りします。いじめをやめよう、被害者を守ろうとする空気が、いじめを発展させない大き

な要因となりえます。自分で声を上げることができなかった場合は、周囲の力を借りるな

ど、いじめに対して傍観者にならない行動を、ぜひしてほしいと思います。 

 

 

【２学年】 

国際理解ダンス(講師の先生をお招きして世界のダンスを教えていただきました) 

◎ 僕は、この授業を通して色々な国の文化を学ぶことができ 

ました。ダンスはもちろんのこと、その国の国旗の意味、あい 

さつ、その国独自の行事なども学ぶことができました。今まで 

外国に行ったことがありませんでしたが、他の国の文化など 

をもっと知りたいと思いました。 

◎ 私はあまり体を動かすことがないので、とても疲れました。 

でも、いい汗をかいて友達とより仲良くなれた気がします。私が一番好きになったダンス

はトルコのダンスです。友達と手をつないだりして踊るため、協力することができました。

あまり話したことのない人とも話すことができて良かったです。    

調停します！(講師の先生「弁護士さん」をお招きして「模擬調停」を体験学習しました) 

◎ 今回初めて調停を体験して、相手に納得してもらうような案を考え 

たり、分かりやすく状況を説明するなどが、とても大変でした。 

今回は創作された物語に基づいて調停の体験をしましたが、実際 

にトラブルがあったら、今回よりも難しものになると思うと、当 

事者はもちろんのこと調停委員も大変なんだろうと思いました。 

 
 



令和 4年度表紙絵 

富士山に折鶴 

【３学年】 「情報を正確に、要点を押さえて」 
11月 25日、読売新聞社の方を招いて、作文講座を実施しました。これから「自己 PRカ

ード」を書いたり、作文や小論文を書いたりする上で、わかりやすい文章がどんなもので、

どのような工夫をするべきなのかを、プロの視点から、面白く、且つ丁寧に指導していた

だきました。 

新聞記者の方々は、取材を大事にしてそこから文章を書きます。起こった出来事は何か、

なぜそうなったのか、そこにはどんな思いがあったのか、などを誰が読んでもわかりやす

いようにと書きます。印象的だったのは、「見ていない、聞いていないことは書けない」

という言葉でした。そのために、文章の内容に必要なことはとことん取材し、「なぜ」を

どんどん掘り下げます。そこには読んでくれる「相手意識」があるからです。 

実は、それは私たちも同じです。新聞記者でない私たちも、「相手意識」をもって、ど

んなことが知りたいか、どんな話題が必要か、なぜそう感じるのかを意識して書き、伝え

る必要があるのです。文章をわかりやすく書くためのポイントがいくつかありました。 

「一文を短くし、できるだけシンプルに書くこと」 

「一番大事なことは、出だしに書くこと」 

「話題の順序が変わると印象が変わってしまうこと」 

「『たくさん』『とても』よりも、具体的な数字などを用いたほうが良いこと」 

「なぜ、を掘り下げること」 

講話を聞き、実際に友達同士でインタビューをしあい、お互いに他者紹介する文章を書

きました。いつもは憂鬱な作文も、今回ばかりは楽しんでできたようでした。11月の初め

には、国語科から有志を対象に小論文講座も行いました。作文はとにかく「書く」ことが

大切です。そしてそれを誰かに見てもらうことも、同じくらい大切です。保護者の方々も

ぜひ、お子様の作文を読んでいただき、素直な感想を伝えてあげてください。 

 

【５組】 カレンダー～版画刷り終了～ 
 今年度のカレンダー、版画刷りが 11 日で終わりました。５組カ

レンダーは、表紙を含めて７枚の構成になっています。１枚につき

１８０枚刷り上げます。４月から取り掛かって、ようやく１２６０

枚を刷り上げました。そして、いつもなら遅くなりがちなミニカレ

ンダーもすべて終了しました。残る作業は、表紙から組み上げてい

って、ステープラーで留め、掲示できるように仕上げていきます。

これもまたすべて手作業です。気を抜かずに、最後までやり遂げて

いきましょう。令和４年度のテーマは、「えんぎもの」です。幸運

をもたらす縁起物があります。それぞれの縁起物をテーマにした作

品を版画にしました。このカレンダーを飾っていただいたら、きっ

と幸運にご縁があるはずです。皆さんのお手元には、１２月に入ったころに届けられると思

います。もうしばらくお待ちください。 

さて、このカレンダーは、毎年恒例となりましたが、墨田区長さんのところに届けられま

す。１２月１３日（火）にお届けに伺います。そして、区役所内のお世話になっている部署、

墨田区内の特別支援学級のある小学校、全中学校に届けられます。毎年、このカレンダーが

届くのを心待ちにしてくださっているファンの方もいらっしゃいます。ありがたいことで

す。あともう少しで本当の完成になります。締めくくりに向けて、気を引き締めていきまし

ょう。 



【食育】 食文化の尊重 

「保健体育の授業を受けてから、給食のメニューで工夫しているところを探していま

す。」と２年生からお手紙をいただきました。授業で学習したことを日々の生活に生かし、

給食で工夫しているなと気付いたらニヤリとしてもらえるとなによりです。 

給食は健康のための工夫もしていますが、食文化や伝統も大切にしています。１１月の

給食で、アップルクランブルというりんごを使ったイギリスの伝統的な家庭料理を給食に

取り入れました。 

私はイギリスを訪れたことはなく、イギリスの友人もいません。ネットで聞きかじった

知識で「伝統的な料理です」と給食で提供することは、生徒にもイギリスの方にも失礼で

はないかと思いました。そこで今年度竪川中で英語を教えてくれているイギリス出身のジ

ョン先生に、得意？の英語で作り方やコツを伺いました。ジョン先生のお母様が作られて

いたものに近いレシピを教えてもらい、給食で実施した際はジョン先生にも「Perfect！」

との講評をもらい、生徒にも好評で３年生の男子から作り方を聞かれたほどです。 

世界中の国や地域でそれぞれ大切にしている料理や食事があります。できる限り、給食

では食文化や伝統を尊重したものを提供したいと考えています。 

 

 
 

１２月の予定 
1 木 合同球技大会(5)、すみだ塾 

2 金 定例・代表委員会、すみだ塾 

5 月 三者面談始(3)、二者面談始(1,2) 

6 火 すみだ塾 

7 水 ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ学習会 

8 木 すみだ塾 

9 金 三者面談終(3)、二者面談終(1,2)、すみだ塾 

12 月 生徒朝礼 

13 火 区長訪問(5)、すみだ塾 

14 水 職員会議、ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ学習会 

15 木 すみだ塾 

16 金 避難訓練、すみだ塾 

17 土 土曜授業 

19 月 朝礼、英文ｺﾝﾃｽﾄ 

20 火 すみだ塾 

21 水 校内研修会、部活動再登校、ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ学習会 

22 木 合唱ｺﾝｸｰﾙ、すみだ塾 

23 金 冬季休業日前指導、安全指導、すみだ塾 

26 月 冬季休業日始(～1/7) 

28 水 学校閉庁日(～1/4) 

※（ ）内の数字は学年や５組をあらわしています。 例（５）：５組 



【竪中生の活躍】 
 

税についての作文 

東京納税貯蓄組合総連合

会会長賞（11 月号で上部団

体賞と紹介した賞が確定

しました） 

３年 成田 日和 

水道週間作品ｺﾝｸｰﾙ ﾎﾟｽﾀｰの部 都知事賞（都１位） ２年 髙間 萌生 

〃 局長賞 ３年 浅野 碧斗 

〃 局長賞 ３年 北 華乃音 

〃 特選 ３年 エスパナ マルカ 

〃 特選 ３年 曽田 柑 

〃 入選 １年 宮下 夏芽 

明るい選挙啓発ﾎﾟｽﾀｰｺﾝｸｰﾙ 東京都最優秀賞 ２年 岸 倫加 

〃 墨田区優秀作品 ３年 海藤 もも 

〃 入選 ２年 茂手木 美幸 

〃 入選 ３年 中野 真菜 

〃 入選 ３年 髙橋 汐菜 

〃 入選 ３年 佐藤 音寧 

〃 入選 ３年 勝田 温 

〃 入選 １年 加藤 あゆ 

〃 入選 ２年 内藤 咲良 

〃 入選 １年 大田 早恵 

20 歳未満喫煙防止ﾎﾟｽﾀｰｺﾝｸｰﾙ 優秀賞（都２位） ３年 笠原 美空 

 


